
な
人
（
飛
騨
市
フ
ァ
ン
）
を
増
や

す
「
あ
ん
き
な
飛
騨
市
ら
い
ふ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
24
年
７
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
地
域
居
住
や
移
住
を

お
考
え
の
方
に
、
名
古
屋
で
の
移

住
相
談
会
の
ほ
か
、
関
東
圏
で
の

移
住
を
お
考
え
の
方
に
も
情
報
を

提
供
で
き
る
よ
う
東
京
で
の
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
飛
騨
市
を
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

も
ら
お
う
と
「
飛
騨
市
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
」
制
度
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

http://www.hida-kankou.jp/u-turn/
幸せな移住を目指す方々の必読サイト「飛騨に暮らす」

　
市
で
は
、
人
口
の
減
少
が
止
ま

ら
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
集

落
機
能
の
低
下
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
移
住
・
定
住
へ
の
取
り
組

み
は
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
、
定

住
を
促
進
す
る
こ
と
で
地
域
に
人

が
増
え
、
集
落
機
能
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
、
地
域
が

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
安
心

で
心
配
の
無
い
（
あ
ん
き
な
）
生

活
（
ラ
イ
フ
）
を
送
り
た
い
人
を

迎
え
入
れ
る
た
め
に
、
ま
ず
は
市

で
の
暮
ら
し
や
文
化
、
人
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
、
ゆ
っ

く
り
で
も
確
実
に
飛
騨
市
を
好
き

　市では、移住を考える皆さんのためのＨＰを設けております。
そこでは、10分で知る飛騨市の魅力や移住先輩たちの声、行政の支
援情報、飛騨暮らしのＱ＆Ａなどを紹介しています。ぜひご覧ください！

移住や飛騨市ファンクラブに関するお問い合わせ

２

飛騨に暮らす

地域振興課 0577-62-8904

　飛騨市では、過疎化や少子高齢化による人口減少に歯止めをかけ、地
域や産業の活性化を目指す一環として、移住者・定住者の受け入れに取り
組んできました。今回は特集で皆さんに飛騨市の移住・定住に関する状況
や支援制度などをお知らせするとともに、移住者の声をお届けします。



氏
名
：
高
原
　
直
也
さ
ん
（
27
）

出
身
：
広
島
県
尾
道
市
出
身

２
０
１
７
年
２
月
に
移
住
。
や
ん

ち
ゃ
屋
台
村
で
広
島
風
お
好
み
焼

き
「
え
ん
」
を
経
営

ー
移
住
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
前
の
仕
事
の
出
張
で
里
山
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
体
験
し
、
そ
の
後
、

全
国
を
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
ま
わ
っ

た
時
に
も
古
川
を
訪
れ
ま
し
た
。

町
並
み
が
良
く
て
、
静
か
な
町

で
、
美
味
し
い
空
気
と
水
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
池
田
高
佳
さ
ん

に
誘
わ
れ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た

で
す
。

ー
暮
ら
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
。

　
以
前
は
、
海
が
身
近
に
あ
り
ま

し
た
が
、
古
川
で
は
川
が
身
近
に

あ
り
ま
す
。
川
の
流
れ
の
音
が
聞

こ
え
る
の
が
新
鮮
で
す
。
そ
れ

に
、
温
泉
が
近
く
に
あ
り
安
い
で

す
。
こ
れ
は
驚
き
ま
し
た
。
店
に

行
く
と
、
た
く
さ
ん
の
方
と
交
流

が
で
き
て
、
飛
騨
の
美
味
し
い
お

酒
が
飲
め
ま
す
。
住
み
や
す
い

し
、
人
情
が
あ
ふ
れ
る
町
だ
と
感

じ
ま
す
。

ー
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
飛
騨
の
野
菜
や
山
菜
、
郷
土
料

理
な
ど
、
飛
騨
の
文
化
や
食
事
を

を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
店
が
飛
騨
市
と
尾
道

の
交
流
の
場
、
架
け
橋
に
な
り
、

交
流
が
生
ま
れ
て
、
新
し
い
何
か

を
ク
リ
エ
イ
ト
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

営
　
業
：
昼
11
時
〜
15
時

　
　
　
　
夜
17
時
〜
22
時

定
休
日
：
木
曜
日

氏
名
：
釜
萢
　
司
さ
ん
（
32
）

出
身
：
神
奈
川
県
藤
沢
市
出
身

２
０
１
７
年
４
月
に
移
住
。
や
ん

ち
ゃ
屋
台
村
で
干
物
と
お
で
ん
の

「
魚
で
ん
」
を
経
営

ー
移
住
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
高
山
市
で
仕
事
を
し
て
い
た
と

き
に
池
田
社
長
と
出
会
い
ま
し

た
。
や
ん
ち
ゃ
屋
台
村
の
話
を
聞

き
、
勧
誘
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

ー
暮
ら
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
。

　
良
い
人
が
多
く
、
毎
日
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
外
か
ら
来
た

人
へ
の
疎
外
感
が
少
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
ね
。
お
店
に
野
菜
を

持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
散
歩
の

途
中
に
顔
を
出
し
て
く
れ
た
り
、

都
会
で
は
無
い
付
き
合
い
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
印
象
的
で

す
。
と
て
も
住
み
や
す
い
町
だ
と

思
い
ま
す
。

ー
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
古
川
に
無
い
も
の
を
と
思
い
、

関
東
風
の
煮
方
や
味
付
け
を
行
っ

た
干
物
や
お
で
ん
な
ど
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
飛
騨
の
美
味
し
い
食

べ
物
を
、
新
し
い
調
理
方
法
で
提

供
し
、
そ
の
魅
力
を
提
案
・
発
信

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
他

地
域
の
お
酒
や
素
材
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
味
の

世
界
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

嬉
し
い
で
す
ね
。

営
　
業
：
平
日
夜
16
時
〜
22
時

　
　
　
　
土
日
夜
15
時
〜
22
時

定
休
日
：
月
曜
日

高原さんの故郷の景色

「飛騨市ファンクラブ」
　このファンクラブは、飛騨市を大好きな皆さんに飛騨市をどんどん応援していただく仕組み
になっており、入会していただくと様々な特典が受けられます。
　特典として、楽天Edy機能付きオリジナル会員証やあなただけの名刺（右図）、市内の協
力店舗等でのお得なサービスなどが受けられます（諸条件あり）。入会費・年会費は無料で、
どなたでも入会していただけます。
　ぜひたくさんの方にファンクラブをご紹介ください。そして、飛騨市のファンや移住者の増加
につなげ、一緒に飛騨市を盛り上げましょう！

移
住
者
の
声

た
か
は
ら

な
お
や

か
ま
や
ち

つ
か
さ

店舗外観の様子

３ 2017年６月号

題
ろいろい

話のちま

22

子ども達が熱戦を繰り広げる
５月14日（日）　飛騨信用組合古川支店駐車場

飛騨キッズフェスタ2017開催

関口さんとともにアイデアを出し合う生徒

ＹＣＫプロジェクトリーダー研修
５月17日（水）　吉城高校

考えを共有しプロジェクトの推進へ

　吉城高校では地域課題解決型キャリア教育として「ＹＣＫ
（吉高地域キラメキ）プロジェクト」という活動を行っていま
す。ＹＣＫプロジェクトでは、「地域観光」など４つの分野を柱
に地域と連携した活動を進めています。
　この日は、同プロジェクトで中心的な役割を担うプロジェ
クトリーダーを対象にした研修が行われ、メンタルコーチの
関口祐太さんが講師を務めました。
　研修では、リーダーに立候補したきっかけやプロジェクト
をより良くするためのアイデアを出し合い、共有しました。

スターターを務める市長の合図で走り出す子どもたち

　飛騨地域初の子ども主体のイベント「飛騨キッズフェスタ
2017」が飛騨信用組合古川支店の駐車場で行われました。
　会場では、ペダルが無く足で地面を蹴って進む自転車「ス
トライダー」のレースをはじめ、飲食コーナーやスケートボー
ド体験のほか、ジャパンカップ優勝者の大西勘弥さんらによ
るＢＭＸショーなどが行われ、訪れた来場者を楽しませまし
た。
　また、祖父母参加型シルバーカーファンウオークも行われ、
幅広い世代の方がイベントを楽しみました。

みふみ会が長椅子を寄贈
５月22日（月）　飛騨市民病院

日頃の感謝を込めて

寄贈された長椅子とみふみ会の会員ら

　神岡町の同級会「みふみ会」が還暦を記念して、飛騨市民
病院に長椅子４脚を寄贈しました。長椅子はパステルグリー
ン色で同病院の外来待合室に設置されています。
　同会の菊原尚浩会長は「地元の施設に何か役立つ物を寄
付したいと思い、日頃の感謝の気持ちを込めて、長椅子を選
択した。皆さんに使っていただければ嬉しい」と話していまし
た。
　同病院の黒木嘉人院長は「本当に貴重な物をいただきまし
た。待合室の雰囲気も明るくなり、患者様の気持ちを和らげて
くれると思う。心から感謝します」と話し、感謝状を手渡しま
した。

白川さんの指導の下、ストラップ作りに取り組む児童

木の魅力を伝える
５月19日（金）　河合小学校

木の性質を活かした木育授業

　河合小学校で木への知識や興味を持ってもらおうと木育
授業（ふるさと教育）が行われました。柏木工（株）の白川勇
さんを講師に招き、全校児童50人が参加しました。
　授業では、木の枠とビー玉を使いビー玉ストラップを作成
しました。白川さんの説明の後、生徒は木の枠を煮て柔らか
くしてから、枠の中にビー玉を押し込みました。それを乾燥さ
せてから、サンドペーパーで表面を滑らかにし、牛皮製のひも
を通して完成させました。
　児童は「枠の中にビー玉を入れるのが難しかったけど、楽
しかった。木の種類によって音が違うのが面白い」と話して
いました。


